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Shinwasorb を⽤いた保存料の分析例
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Column: 2.1 m x 3.2 mm I.D. Glass Sample volume: 1.0 µL

Sample: Preservatives (保存料) Column temp.: 185℃
Carrier gas: 50 mL/min N2 Detector: FID 260℃

Injection port temp.: 260℃

⾷品添加物は、保存料、⽢味料、着⾊料、⾹料など、⾷品の製造過程または⾷品の
加工・保存の目的で使用されています。

今回は、Shinwasorb担体を用いたパックドカラムで⾷品添加物（保存料）を分析
しました。
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1.  Acetone

2.  Sorbic acid

3.  Dehydroacetic acid

4.  Benzoic acid

5.  trans-Stilbene
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■充填剤の仕様と価格■

品名 容量 価格

DEGS + H3PO4 5.0 + 0.5%  Shinwasorb-S 40/60 25 g 14,800円

■パックドカラムの仕様と価格■

品名 材質 サイズ 価格

DEGS + H3PO4 5.0 + 0.5%  Shinwasorb-S 40/60 GC2014用
ガラス 2.1 m x 3.2 mm I.D. 39,400円

仕様及び価格は予告なしに変更をさせていただくことがございます。予めご了承ください。

GC2014用以外のガラスカラムおよび、他社機種のカラムにつきましては、別途料⾦になります。
上記価格は2015年4月24日時点での価格になります。

価格または分析相談につきましては、お問い合わせ下さい。

分析に関するご相談も承ります。


